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国道1号箱根峠～三島市三ツ谷新田の事故対策(参考資料②) 各対象区間における事故対策（案）国道1号箱根峠～三島市三ツ谷新田の事故対策(参考資料②) 各対象区間における事故対策（案）

各対象区間における事故対策
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 事故分析図

図内の数字は事故発生時の　年　月　日　曜日 時間 を示す

108.3

108.1

108.2

108.0

至東京
至静岡

R=40

R=40

R=40

×2

区間Ｊ 

   減速ベルト 

 事故分析図
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 事故分析図

図内の数字は事故発生時の　年　月　日　曜日 時間 を示す
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 事故分析図

図内の数字は事故発生時の 年　月　日　曜日　時間　を示す
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区間Ｂ 

   カラー舗装 
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 事故分析図

図内の数字は事故発生時の 年　月　日　曜日　時間　を示す
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   カラー舗装 

   減速ベルト 
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注：本図に示す事故対策（案）はあくまでも基本方針を示したものであり、
具体的対策については詳細な検討を実施して決定する。

区間Ｇ・Ｈ・Ｉ

事故・道路構造の特徴 事故対策(案)

区間B ヘアピンカーブ部において事故多発 対策①

事故・道路構造の特徴 事故対策(案)

区間C
ヘアピンカーブ部において事故多発

正面衝突事故が多発
対策①＋対策②

事故・道路構造の特徴 事故対策(案)

区間G･H･I
横断歩道・バス停・農場入口への注意喚起

正面衝突事故が多発
ヘアピンカーブ部において事故多発

対策①＋対策②

事故・道路構造の特徴 事故対策(案)

区間J
車線はみ出しによる正面衝突多発

交差支道が多く剛性防護柵設置困難
速度効果が特徴的にみられ、注意喚起必要

対策①

事故・道路構造の特徴 事故対策(案)

区間L
交差点・ランプの注意喚起

正面衝突事故が多発
対策①＋対策②

事故・道路構造の特徴 事故対策(案)

区間K
車線はみ出しによる正面衝突多発
横断歩道・交差支道への注意喚起

対策①＋対策②
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